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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非弾性的な、固い、平坦に形成された土台上に、レール（Ｓ、Ｓ２）を固定するシステ
ムが、
　－完全に組み立てられた該システムにおいては、前記土台上に載置される、弾性的な材
料からなる中間層（４、３１、５３）と、
　－完全に組み立てられた該システムにおいては、前記中間層（４、３１、５３）上に載
置される圧力分配プレート（８、３２、５４）であって、前記中間層（４、３１、５３）
とは逆の上側上に、固定すべき前記レール（Ｓ、Ｓ２）のレール脚（５、６７）が支持さ
れている前記圧力分配プレートと、
　－完全に組み立てられた該システムにおいては、前記レール（Ｓ、Ｓ２）の前記レール
脚（５、６７）の側方に添接すると共に前記土台上に載置されて、鉄道車両が前記レール
（Ｓ、Ｓ２）を通過する際に発生する横力を吸収する、少なくとも１つのアングルガイド
プレート（１１、１２、３３、３４、５５、５６）と、
　－完全に組み立てられた該システムにおいては、前記アングルガイドプレート（１１、
１２、３３、３４、５５、５６）上に取り付けられ、かつそれぞれ２つの保持アームを有
していて、前記保持アームによってばね部材（２６、２７、４０、４１、６１、６２）が
保持力をレール（Ｓ、Ｓ２）上に加える前記ばね部材（２６、２７、４０、４１、６１、
６２）と、
　－完全に組み立てられた該システムにおいては、前記ばね部材（２６、２７、４０、４
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１、６１、６２）を締付け固定する、テンション部材（２８、２９、４２、４３、６３、
６４）と、を有しており、
　－前記各アングルガイドプレート（１１、１２、３３、３４、５５、５６）に、支持ア
ングル（１８、１９、３５、３６、５７、５８）が対応づけられていて、前記支持アング
ルは、完全に組み立てられた該システムにおいては、固定手段を用いて前記土台と堅固に
結合されており、かつ前記アングルガイドプレート（１１、１２、３３、３４、５５、５
６）を、それによって吸収される横力に対して側方で支持している、
レールを固定するシステム。
【請求項２】
　前記土台が、コンクリートまくら木（１、３９、５２）によって形成されており、前記
コンクリートまくら木の上側の、完全に組み立てられた該システムによって占められる少
なくとも空間の領域では、平坦に形成されていることを特徴とする請求項１に記載のシス
テム。
【請求項３】
　前記中間層と前記圧力分配プレート（８、３２、５４）が、前記レール脚（５、６７）
よりも幅広であることを特徴とする請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記中間層（４、３１、５３）と前記圧力分配プレート（８、３２、５４）が、前記レ
ール脚（５、６７）を越えて側方へ張り出す領域に、開口部（６、７、９、１０）を有し
、
　前記アングルガイドプレート（１１、１２、３３、３４、５５、５６）が、支持リブ（
１３、１４）を有していて、前記支持リブは、完全に組み立てられた該システムにおいて
は、前記開口部（６、７、９、１０）に挿通されて、前記土台上に載置され、かつ
　完全に組み立てられた該システムにおいては、前記アングルガイドプレート（１１、１
２、３３、３４、５５、５６）の、前記圧力分配プレート（８、３２、５４）を把持する
部分が、前記圧力分配プレート（８、３２、５４）に対して距離をもって保持されている
ことを特徴とする請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記レール脚と前記圧力分配プレートとの間に、電気的に絶縁する層（２５、６５、６
６）が配置されていることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載のシステム
。
【請求項６】
　前記支持アングル（１８、１９、３５、３６、５７、５８）が、前記土台に対応づけら
れた第１の載置部分（２０）と、それに対して直角に配置され、完全に組み立てられた該
システムにおいては、前記アングルガイドプレート（１１、１２、３３、３４、５５、５
６）に添接する支持部分（２１）および、前記第１の載置部分（２０）と前記支持部分（
２１）との間に延びる少なくとも１つの補強リブ（２２）とを有していることを特徴とす
る請求項１から５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　該システムが、２対の前記アングルガイドプレート（１１、１２、３３、３４、５５、
５６）と前記支持アングル（１８、１９、３５、３６、５７、５８）を有し、前記２対の
それぞれ一方が、前記レール脚（５、６７）の側面の１つに対応づけられていることを特
徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項８】
　固定すべき前記レール（Ｓ）が、ポイントの一部であって、
　前記圧力分配プレート（３２）が、完全に組み立てられた該システムにおいては、前記
レール（Ｓ）の前記レール脚（５）がその上に載置される、スタンド面（４７）と、前記
スタンド面（４７）に対して高くされた、ポイントブレード（Ｚ）のための滑り面（４６
）とを有していることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項９】
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　前記圧力分配プレート（３２）が、前記スタンド面（４７）と高くされた前記滑り面（
４６）の間の領域に配置された固定点（４８）を有しており、かつ
　該システムが、前記固定点（４８）に固定すべき他のテンション部材（５０）と第２の
ばね部材（４９）を有しており、前記第２のばね部材は、完全に組み立てられた該システ
ムにおいては、前記他のテンション部材（５０）によって締付け固定され、かつ、第１の
ばね部材（４０）と対向する側において、前記レール脚（５）に作用することを特徴とす
る請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　該システムが、２つのグループの前記アングルガイドプレート（３３、３４）、前記ば
ね部材（４０、４１）、前記テンション部材（４２、４３）および前記支持アングル（３
５、３６）を有しており、前記２グループの一方が固定すべき前記レール（Ｓ）に直接対
応づけられ、他方のグループは、前記圧力分配プレート（３２）の他の側に対応づけられ
ており、かつこのグループに属する前記ばね部材（４１）が前記圧力分配プレート（３２
）に作用することを特徴とする請求項８または９に記載のシステム。
【請求項１１】
　完全に組み立てられた該システムにおいては、前記圧力分配プレート（５４）上に２つ
の前記レール（Ｓ、Ｓ２）が、互いに距離をもって配置されていることを特徴とする請求
項１から７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記圧力分配プレート（５４）が、完全に組み立てられた該システムにおいては、前記
レール脚（５，６７）によって占められる空間の間に存在する間隙内に、２つの固定点（
６８、６９）を有しており、かつ
　該システムが、前記固定点（６８、６９）に固定すべき２つの付加的なテンション部材
（７２、７３）と２つの付加的なばね部材（７０、７１）を有しており、前記ばね部材の
各々が、それに対応づけられた前記テンション部材（７２、７３）によって締付け固定さ
れており、かつそれぞれ第１のばね部材（６１、６２）に対向する側において、それぞれ
対応づけられた前記レール（Ｓ、Ｓ２）の前記レール脚（５、６７）に作用することを特
徴とする請求項１１に記載のシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非弾性的な、固い、平坦に形成された土台上にレール、特にポイントのレー
ル、を固定するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンクリートまたは同様の固い、非弾性的な材料から形成された土台、いわゆる「固い
走行路」は、特に列車が高速で走行する区間上で、その高い固有剛性に基づいて、通過す
る際にそれぞれ発生する負荷を、レールと土台の許容できない変形の危険なしで確実に吸
収することができる、という利点を有している。それにもかかわらず、レールの永続的な
存続に必要な、負荷方向におけるレール固定の変形可能性を保証するために、レールは通
常、弾性的な中間層を介して土台上に支持される。その場合に、上からレール脚部へ作用
するばね部材、いわゆるテンションクリップが、レールを定められた圧接力で固い土台に
対して押圧する。レール脚のサイドガイドは、通常、いわゆるアングルガイドプレートを
用いて行われ、そのアングルガイドプレートがレール脚の側方に添接して、レール車両が
通過する際に発生する横力に対してレールを支持する。
【０００３】
　上述した種類のレール固定システムの例が、本出願人から「システム３００」の名称で
提供されている固定システムである。このシステムにおいて、固い土台はコンクリートま
くら木によって形成され、そのコンクリートまくら木がコンクリートプレートから形成さ
れた床上に載置されている。固定システムに関して固い土台として作用するまくら木上に
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、弾性的な中間層が敷設され、その中間層がレールの、垂直方向に定められた可撓性の支
持を保証する。中間層上に押圧プレートが載置され、それが垂直方向に作用する負荷を弾
性的な中間層へ均一に分配する。
【０００４】
　レールを側方で支持するために、この既知のシステムにおいては、２つのアングルガイ
ドプレートが設けられており、そのアングルガイドプレートのそれぞれ１つが、レール脚
の側面の１つにあてがわれる。駆動中に発生する横力を土台へ逃がすために、それぞれ固
い土台に、通常、凹部と隆起部が形成されており、それらがアングルガイドプレートを固
い土台に相補形状で取り付けることを可能にしている。
【０００５】
　レール脚を側方で支持する他に、この既知のシステムにおいてアングルガイドプレート
は、ω形状のテンションクリップを案内するために用いられ、そのテンションクリップの
アームの自由端部が、レール脚のそれぞれその自由端部に対応づけられた側を押圧する。
その場合に、テンションクリップを締め付けるために、それぞれテンションボルトが設け
られており、それがそれぞれのアングルガイドプレートを通して固い土台内へ螺合される
。
【０００６】
　上述した種類のレール固定システムは、実際において以前から優れていることが明らか
にされており、多大な個数で使用される。もちろん、レールの固定が局地的特殊性または
構造的に困難な領域においては、今日でもまだそれぞれ特殊な解決が使用される。これは
特に、ポイントの領域がそうであって、個々のレールの固定は、通常、まず土台上に下敷
きプレートが固定されて、その後レールが、下敷きプレートに係止される固定手段を介し
て保持されることによって、間接的に行われる。その場合に、必要であれば、下敷きプレ
ートと土台の間、あるいはレール脚と下敷きプレートの間に弾性的な中間層が配置されて
、それによってポイント領域においてもレール支持の必要な弾性がもたらされる。この種
のシステムは、たとえば、本出願人から「システムＫＳ」の名称で提供される。
【０００７】
　既知の固定システムによって、レールは、それぞれのシステムに属する固定部材の位置
をレールと土台のそれぞれの方向づけに適合させなければならない領域においても、確実
に固定される。そのためには、もちろん、固定システムの変更を考慮しなければならず、
その変更はまさにポイントおよび同様なレール分岐の領域において取付け作業および保守
作業を複雑なものにする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述した従来技術に基づいて、本発明の課題は、たとえばポイントの領域で与えられる
ような、困難な、あるいは標準状況とは異なる固定課題の領域においても、確実かつ簡単
に取り付け可能なレールの固定を許す、固定システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この課題は、非弾性的な、固い、平坦に形成された土台上にレール、特にポイントのレ
ール、を固定するためのシステムによって解決され、そのシステムは、本発明によれば、
システムの取り付けが完了した場合に固い土台上に載置される、弾性的な材料からなる中
間層、システムの取り付けが完了した場合に中間層上に載置され、システムの取り付けが
完了した場合にその、中間層とは逆の上側上に固定すべきレールのレール脚が支持される
、圧力分配プレート、システムの取り付けが完了した場合にレールのレール脚の側方に添
接し、システムの取り付けが完了した場合に固い土台上に載置され、レール車両がレール
を通過する際に発生する横力を吸収する、少なくとも１つのアングルガイドプレート、シ
ステムの取り付けが完了した場合にアングルガイドプレート上に取り付けられ、それぞれ
２つの保持アームを有し、システムの取り付けが完了した場合にその保持アームによって
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保持力をレールに加える、ばね部材および、システムの取り付けが完了した場合にばね部
材を締付け固定する、テンション部材を有し、その場合に各アングルガイドプレートに支
持アングルが対応づけられており、その支持アングルは、システムの取り付けが完了した
場合に土台と堅固に結合されて、アングルガイドプレートをそれが吸収する横力に対して
側方で支持する。
【００１０】
　本発明に基づくレール固定システムにおいて、個々の部材は、それぞれ提供される固い
土台の平坦に形成された上面上に配置される。従って、アングルガイドプレートの位置固
定は、土台に形成された突出部または凹部を介して行われるのではなく、そのために別体
の支持アングルが設けられている。この支持アングルは、本発明に基づく固定システムを
取り付ける場合に、問題なくそれぞれ次のように、すなわち、それぞれの土台上のそれぞ
れの方向付けに関係なく、アングルガイドプレートの最適な支持が保証されるように、位
置決めすることができる。本発明に基づく固定システムは、簡単な方法で、既知のシステ
ム上に構築することができ、弾性的な中間層、圧力分配プレート、ばね部材およびテンシ
ョン部材のような、その既知のシステムの大部分のコンポーネントを引き継ぐことができ
る。
【００１１】
　従って本発明に基づくシステムにおいては、アングルガイドプレートを、それが平坦な
載置面上に取り付けられて、別体の支持部材である支持アングルに対して支持される、と
いう特殊性に適合させるだけで済む。従って、特殊領域の外部で使用される、従来の固定
システムを取り付ける場合に使用されるのと同じ工具、器具および補助手段を使用するこ
とができる。本発明によれば、特にポイントの領域で生じるような、困難かつ標準状況か
らずれた固定課題の領域においても、レールの確実かつ簡単に取り付け可能な固定を許す
、固定システムが提供される。
【００１２】
　本発明の特別な利点は、それぞれの固い土台の特別な形状付与を前提とせず、本発明に
基づく固定システムを取り付けるために、土台の平坦な上面で十分である、ということに
ある。この独自性が、本発明に基づくシステムを、ポイントのレール上に荷重をかける負
荷を最適に捕捉することができるようにするために、通常各まくら木が異なるように形成
される、固い土台としてのまくら木上に支持される、ポイントの領域内で使用するのに適
したものにする。すなわち、本発明に基づく固定システムは、特に、固い土台がコンクリ
ートまくら木によって形成され、その上面が少なくとも、取り付けが完了したシステムに
よって占められる空間の領域において平坦に形成されている場合に、簡単な方法で取り付
けられる。しかし、全く同様に、本発明に基づくシステムは、その表面が少なくとも固定
領域において平坦に形成されている、コンクリートプレートあるいは同様の構成部材上に
も、固定することができる。
【００１３】
　本発明に基づく固定システムを、特に高い負荷をかけることができ、同時にその弾性的
な中間層の可撓性に関して最適に設計する可能性は、中間層と圧力分配プレートが既知の
固定システム「システム３００」の手本に従って、レール脚よりも幅広であることによっ
て、拓くことができる。その場合にそれぞれのアングルガイドプレートの確実な配置は、
中間層と圧力分配プレートがその、レール脚を越えて側方へ張り出す領域内に開口部を有
しており、アングルガイドプレートが支持リブを有し、システムの取り付けが完了した場
合にその支持リブが開口部に挿通されて、固い土台上に載置され、システムの取り付けが
完了した場合にアングルガイドプレートの、圧力分配プレートを把持する部分が圧力分配
プレートに対して距離をもって保持されることによって、保証することができる。
【００１４】
　本発明の特に安定し、かつ同時に重量的に最適な変形例は、支持アングルが、固い土台
に対応づけられた第１の載置部分、それに対して直角に、特に実質的に直角に配置され、
システムの取り付けが完了した場合にアングルガイドプレートに添接する支持部分および
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、載置部分と支持部分との間に延びる少なくとも１つの補強リブを有していることを、特
徴としている。
【００１５】
　それぞれの固定状況に従って、本発明に基づく固定システムは、２対のアングルガイド
プレートと支持アングルを有しており、標準固定状況においてはそれぞれその一方が、従
来の固定システムにおけるように、レール脚の側面の一方に対応づけられている。
【００１６】
　固定すべきレールが、ポイントのレールである場合に、移動可能なポイントブレードが
案内されなければならない領域について、圧力分配プレートは、システムの取り付けが完
了した場合にレールのレール脚が載るスタンド面と、スタンド面に対して高くされた、ポ
イントブレードのための滑り面とを有している。その場合に、それぞれのレールの、相変
わらず簡単かつ確実な両側の固定を可能にするために、圧力分配プレートは、スタンド面
と高くされた滑り面との間の領域に配置された固定点を有することができ、本発明に基づ
く固定システムは、固定点に固定すべき第２のテンション部材と第２のばね部材を有して
おり、そのばね部材はシステムの取り付けが完了した場合に第２のテンション部材によっ
て締付け固定されて、第１のばね部材と対向する側においてレール脚に作用する。この使
用場合にとって効果的な、本発明の他の好ましい形態において、固定システムは、２グル
ープのアングルガイドプレート、ばね部材、テンション部材および支持アングルを有して
おり、その一方が直接、固定すべきレールに対等づけられており、他のグループは圧力分
配プレートの他の側に対応づけられており、このグループに属するばね部材が圧力分配プ
レートに作用する。
【００１７】
　特に、レールが狭く隣り合わせて配置される、ポイントの領域に適した、本発明の変形
例において、システムの取り付けが完了した場合に、圧力分配プレート上に２つのレール
が互いに距離をおいて配置されている。この場合においても、圧力分配プレート上に２つ
のレールを固定することは、圧力分配プレートが、システムの取り付けが完了した場合に
レール脚によって占められる空間の間に存在する間隙内に、２つの固定点を有しており、
本発明に基づく固定システムが、固定点に固定すべき２つの付加的なテンション部材と２
つの付加的なばね部材を有しており、そのばね部材のそれぞれ一方が、それに対応づけら
れたテンション部材によって締付け固定され、かつそれぞれ第１のばね部材に対向する側
において、それぞれ対応づけられたレールのレール脚に作用する場合に、簡単な方法で行
うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、実施例を示す図面を用いて、本発明を詳細に説明する。
【００１９】
　図１に示すレール固定によって、従来のまっすぐに延びるレールＳが、コンクリートま
くら木１上に固定され、そのコンクリートまくら木は、平坦な上側２を有し、同様にコン
クリートから形成された床プレート３上に載置されている。まくら木１を床プレート３上
に固定するために、隣接するコンクリートまくら木１の間に存在する間隙内に、ここには
図示されない充填コンクリートを充填することができる。まくら木１上にレールＳを固定
するために使用される固定システムは、以下で説明する個別部分を有している。
【００２０】
　弾性的な中間層４が、コンクリートまくら木１の上側２上に載置されて、レールＳの長
手方向の延びに対して横方向に見て、レールＳに関して、中央に方向付けされる。その場
合に中間層４の幅Ｂは、レールＳのレール脚５の幅よりも大きいので、中間層４はレール
脚５を越えて両側へ張り出す。中間層４は、レール脚を越えて張り出した領域内に、それ
ぞれ開口部６、７を有している。
【００２１】
　鋼または鋳鉄材料から形成された圧力分配プレート８（その大きさは、上面で見て、弾
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性的な中間層４の大きさに等しい）が、中間層４上に面が重なるように載置される。中間
層４のように、圧力分配プレート８もその、レール脚を越えて張り出した部分の領域に、
それぞれ開口部９、１０を有しており、これらの開口部は、中間層４の開口部６、７に等
しく重なるように方向付けされている。圧力分配プレート８は、レールＳを通過する際に
垂直方向に発生する負荷Ｖによるそのたるみが最小になり、かつ負荷Ｖが弾性的な中間層
４上に均一に分配されるように、寸法設計されている。
【００２２】
　２つのアングルガイドプレート１１、１２は、それぞれ中央部分１３を有しており、そ
の中央部分は、開口部９、１０とそれぞれそれに隣接する幅狭側との間に存在する、圧力
分配プレート８の部分よりも幅が広い。レール脚５に対応づけられた側において、中央部
分に下方を向いた支持リブ１３、１４が形成されている。支持リブ１３、１４の高さは、
中間層４と圧力分配プレート８をまとめた厚みよりも大きい。同時にこの側に、上を向い
た支持部分１５が延びており、固定システムの取り付けが完了した場合に、その支持部分
によってアングルガイドプレート１１、１２がレール脚５のそれぞれその支持部分に対応
づけられた側に添接する。アングルガイドプレート１１、１２は、レール脚５とは逆の側
において、リブ部分へ移行しており、そのリブ部分に下を向いた支持リブ１６、１７が形
成されている。アングルガイドプレート１１、１２に、さらに、それぞれ透孔が形成され
ており、その透孔が中間層４および圧力分配プレート８のそれぞれの開口部６、７ないし
９、１０に対して整合するように方向付けされてる。
【００２３】
　アングルガイドプレート１１、１２の側方の支持は、それぞれ固定システムに属する支
持アングル１８、１９を介して行われる。支持アングル１８、１９は、それぞれ、コンク
リートまくら木１の上側２上に載置される載置部分２０、それに対して直角に配置された
、それぞれのアングルガイドプレート１１、１２に添接する支持部分２１および均一な間
隔で配置された４つの補強リブ２２を有しており、その補強リブが載置部分２０と支持部
分２１の間に延びている。支持部分２１の、コンクリートまくら木１の上側２に対応づけ
られた下端縁に、支持部分２１に対して直角に方向付けされた、前を向いた突出部２２が
形成されており、その突出部の下側が同様にコンクリートまくら木１の上側２上に載置さ
れている。
【００２４】
　固定システムを取り付ける場合に、アングルガイドプレート１１、１２の支持リブ１６
、１７が、中間層４と圧力分配プレート８の開口部６、７ないし９、１０を通して案内さ
れるので、アングルガイドプレートがコンクリートまくら木１の上側２上に載置される。
その後、それぞれの支持アングル１８、１９は、その支持部分２１がそれぞれのアングル
ガイドプレート１１、１２に添接して、突出部２２が支持リブ１３、１４の下方に位置決
めされるまで、それぞれ対応づけられたアングルガイドプレート１１、１２に接するよう
に側方へ摺動される。次に、支持アングル１８、１９が、コンクリートまくら木１と螺合
される。そのために、まず、コンクリートまくら木１に然るべく形成された孔内へ、プラ
スチックだぼ２３が挿入され、次にその中へ、支持アングル１８、１９の載置部分２０に
形成された透孔を通して案内された固定ボルト２４が螺合される。
【００２５】
　レール脚５と圧力分配プレート８の間に、さらに、電気的に絶縁する材料からなる層２
５が配置されており、その層が、圧力分配プレート８とレールＳの間の電気的に導通する
接続を防止する。
【００２６】
　アングルガイドプレート１１、１２上に、それ自体既知の方法で、突起または溝のよう
な、形状部材が形成され、その形状部材は、それぞれのアングルガイドプレート１１、１
２上に載置されたω形状のばね部材２６、２７の部分片を案内し、かつ側方で支持するよ
うに定められている。テンションクリップとも称する、ばね部材２６、２７は、取り付け
が完了した状態において、そのテンションアームの自由端部がレール脚５の上側を押圧す
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るので、レールＳが垂直方向にばね変位するように弾性的に保持される。ばね部材２６、
２７を締め付けるために、それぞれテンションボルト２８、２９が設けられており、その
ボルトヘッドがそれぞれのばね部材２６、２７の中央部分上に作用し、かつそのシャフト
が、アングルガイドプレート１１、１２のそれぞれの開口部および圧力分配プレート８と
中間層４の開口部６、７ないし９、１０を通して案内されて、だぼ３０内へ螺合され、そ
のだぼは、コンクリートまくら木１に然るべく形成された孔内へ挿入されている。図１と
２において、ばね部材２６は締め付けが完了した位置において、ばね部材２７は締め付け
のための準備ができた位置で示されている。
【００２７】
　図３に示す実施例において、固定システムは、図１と２に示す実施例の場合と同様に、
弾性的な中間層３１、中間層３１上に載置されて、これを全面で覆う圧力分配プレート３
２、アングルガイドプレート１１、１２と同様に形成された２つのアングルガイドプレー
ト３３、３４、支持アングル１７、１８と同様に形成された２つの支持アングル３５、３
６、支持アングル３５、３６をコンクリートまくら木３９の上側上に固定するためのボル
ト３７、３８、２つのばね部材４０、４１、ばね部材４０、４１を締め付けるためのテン
ションボルト４２、４３および、固定すべきレールＳのレール脚５と圧力分配プレート３
２の間に設けられた、電気的に絶縁する層４４を有している。
【００２８】
　図１と２に示す実施例とは異なり、図３に示す固定システムは、ポイントに属する、ポ
イントブレードＺの移動領域内に配置されたレールを固定するために用いられる。この目
的のために、圧力分配プレートに、隆起部４５の形状の軌道スツールが形成されており、
その上側が滑り面４６を形成し、その滑り面上でポイントブレードが双方向に滑り移動す
ることができる。その上にレール脚５が乗る、スタンド面４７と、隆起した滑り面との間
の領域内に、圧力分配プレート３２と堅固に結合されたねじボルトの形式の固定点４８が
設けられている。
【００２９】
　レールＳをその、隆起部４５とは逆の側で固定することは、アングルガイドプレート３
３、ばね部材４０、テンションボルト４２、支持アングル３５およびボルト３７を用いて
、図１と２に示す実施例において説明したように、行われる。その場合にアングルガイド
プレート３３の、レール脚に対応づけられた支持リブが、圧力分配プレート３２と弾性的
な中間層３１の開口部内へ嵌入し、前記開口部は、圧力分配プレート８および中間層４の
場合と同様に、圧力分配プレート８と中間層４のレール脚を越えて側方へ張り出す部分に
形成されている。
【００３０】
　レールＳを、レール脚５の、隆起部４５に対応づけられた側上に固定することは、この
場合に同様に固定システムに属する他のω形状のテンションクリップ４３を用いて行われ
、前記テンションクリップはその中央部分においてテンションナット５０を用いて固定点
４８に締付け固定されるので、そのばねアームの自由端部によって必要な保持力をレール
脚５上にもたらす。
【００３１】
　圧力分配プレート３２をその、レールＳに対向する側で弾性的に保持することは、アン
グルガイドプレート３４、ばね部材４１、テンションボルト４３、支持アングル３６およ
びボルト３８を用いて行われる。この目的のために、圧力分配プレート３２とその下に位
置する弾性的な中間層３１は、この側においても側方へ張り出す部分を有しており、その
部分に、コンクリートまくら木３９の上側へ通じる開口部５１が形成されている。この開
口部５１内へ、アングルガイドプレート３４の、圧力分配プレートに対応づけられた支持
リブが嵌入する。アングルガイドプレート３４の側方の支持は、支持アングル３６を用い
て、図１と２に示す実施例について説明したのと同様に行われる。締付け固定された後に
、ばね部材４１のばねアームの自由端部が、圧力分配プレート３２の上側上に載置されて
、それによって、ばね弾性的に支持するのに必要な保持力を圧力分配プレート３２上に加
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える。
【００３２】
　図４には、たとえばポイントの継板領域に存在するような、狭い隣り合わせで配置され
たレールＳ、Ｓ２を固定するのに適した、固定システムが示されている。
【００３３】
　この目的のために、該当する固定システムは、コンクリートまくら木５２の平坦な上側
上に載置される弾性的な中間層５３、中間層５３を面が重なるように覆う圧力分配プレー
ト５４、アングルガイドプレート１１、１２と同様に形成された２つのアングルガイドプ
レート５５、５６、支持アングル１７、１８と同様に形成された２つの支持アングル５７
、５８、支持アングル５７、５８をコンクリートまくら木５２の平坦な上側上に固定する
ためのボルト５９、６０、２つのばね部材６１、６２、ばね部材６１、６２を締付け固定
するためのテンションボルト６３、６４および、それぞれ固定すべきレールＳ、Ｓ２のレ
ール脚５、６７と圧力分配プレート５４との間に位置する、２つの電気的に絶縁する層６
５、６６を有している。
【００３４】
　その場合に、圧力分配プレート５４と弾性的な中間層５３は、それぞれレールのレール
脚５とレールＳ２のレール脚６７を越えて側方へ張り出している。圧力分配プレート５４
と中間層５３の張り出した部分に、それぞれコンクリートまくら木５２の上側まで貫通し
た開口部が形成されている。
【００３５】
　レールＳ、Ｓ２の固定は、それぞれのレール脚５、６７の、それぞれ他のレールＳ、Ｓ
２とは逆の側において、アングルガイドプレート５５、５６、支持アングル５７、５８、
支持アングル５７、５８を固定するためのボルト５９、６０、ばね部材６１、６２および
ばね部材６１、６２を締付け固定するためのテンションボルト６３、６４を用いて、図１
と２に示す実施例について説明したように行われる。その場合に図４において、左側に取
り付けが完了した固定が示されており、右側の固定は、ばね部材６２を締付け固定するた
めの準備状態にある。
【００３６】
　レールＳ、Ｓ２をその、互いに対応づけられた側においても確実に保持するために、レ
ール脚５、６５のスタンド面の間の領域において、圧力分配プレート５４上にねじボルト
の形状の２つの固定点６８、６９が設けられている。これらの固定点６８、６９において
、同様に該当する固定システムに属するω形状のテンションクリップ７０、７１が、それ
ぞれテンションナット７２、７３を用いて、そのばねアームの自由端部がレール５ないし
６５上に必要な保持力をもたらすように、締付け固定されている。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】第１のレール固定を示す横断面図である。
【図２】図１に示すレール固定の上面図である。
【図３】第２のレール固定を示す横断面図である。
【図４】第３のレール固定を示す横断面図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１　　コンクリートまくら木
　２　　上側
　３　　床プレート
　４　　中間層
　５　　レール脚
　６、７　　開口部
　８　　圧力分配プレート
　９、１０　　開口部
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　１１、１２　　アングルガイドプレート
　１３、１４　　支持リブ
　１５　　アングルガイドプレート１１、１２の支持部分
　１６、１７　　支持リブ
　１８、１９　　支持アングル
　２０　　載置部分
　２１　　支持部分
　２２　　補強リブ
　２３　　プラスチックだぼ
　２４　　固定ボルト
　２５　　電気的に絶縁する層
　２６、２７　　ばね部材
　２８、２９　　テンションボルト
　３０　　だぼ
　３１　　中間層
　３２　　圧力分配プレート
　３３、３４　　アングルガイドプレート
　３５、３６　　支持アングル
　３７、３８　　ボルト
　３９　　コンクリートまくら木
　４０、４１　　ばね部材
　４２、４３　　テンションボルト
　４４　　電気的に絶縁する層
　４５　　圧力分配プレート３２の隆起部
　４６　　滑り面
　４７　　スタンド面
　４８　　固定点
　４９　　テンションクリップ
　５０　　テンションナット
　５１　　開口部
　５２　　コンクリートまくら木
　５３　　中間層
　５４　　圧力分配プレート
　５５、５６　　アングルガイドプレート
　５７、５８　　支持アングル
　５９、６０　　ボルト
　６１、６２　　ばね部材
　６３、６４　　テンションボルト
　６５、６６　　電気的に絶縁する層
　６７　　レールＳ２のレール脚
　６８、６９　　固定点
　７１、７１　　テンションクリップ
　７２、７３　　テンションナット
　Ｂ　　中間層４の幅
　Ｓ　　レール
　Ｓ２　　レール
　Ｖ　　垂直方向に作用する負荷
　Ｚ　　ポイントブレード
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